TANSlOY 


Tannoy Mercury V 

取扱説明書 



VC 




VI 


V4 


お買い上げいたださ、ありびとラございます。 

ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みください。また、お読みになった 
あとは、いつでち見られるところに保証書と一緒に大切に保管してください。 
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お使いになる前に 


安全にお使いいただくために 


使用上のミ主意 


製品をま全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々 
へのを害や財産の損害を未然に防止ずるために、政下 
のを意事項をよ < お読み < ださい。 


A ミ主意 

む下の内容を無視して誤った取り扱いをずると、怪我 
をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることびあ 
りまず。 

〇 

強制 

Tannoy Mercury V 4 は 14.2 kg あり重い 
ので、開個や持ち運びの際は、落とした 
りして怪我をしないようにま意ずる。 

〇 

強制 

アンプなどに接続ずる際は、接続ずる機 
器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使用ずる。 

〇 

強制 

接続したアンプの電源を入れる前には、 
音量を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因 
となることびありまず。 

A 

V 4 の設置の際はスパイクの先端にま意 
ずる。 

スパイクネジの先端は鋭利になっていま 

ま意 

すので、怪我をしないよラ十分にごを意 
<ださい。 

§ 

ぐ 5 ついた台の上や傾いた巧など不安定な 
場所、または振動のるい場抓こ置かない。 

落下したり倒れたりして、怪我の原因と 
なることびありまず。 

§ 

長時間音び歪んだ状態で、使用しない。 

スピーカーユニットび発熱し、火災や損 
傷の原因となることびありまず。 


♦エンク□ージャーや前面サランネットに硬いちのを 
当てないでください。傷びついたり、スピーカーユ 
ニットび損傷する恐れびあります。 

• ゴムやビニール製品を長時間触れさせると、表面を 
傷めることびありますので避けてください。 

♦本機は磁力の影響び出にくい設計になっていますび、 
本機の上に磁気記録のカード、テープ、ディスク類、 
その他磁気の影響を受けやすい物を置かないでくだ 
さい。データの消失や破損の原因となることびあり 
9 〇 

• アンプか b の入力は適正な範囲でお聴さください。 
過大な入力は、スピーカーユニットを破損する恐れ 
びあります。また、許容入力じ(下であってち、クリッ 
ピングノイズなどのをい信号はスピーカーユニット 
に悪影響を与えます。アンプ側でち音び歪まないよ 
ラにごミ主意ください。 


お手入れ 


♦表面び巧れたとさは乾いた柔らかい巧で拭いてくだ 
さい。ひどい巧れは、薄めた中性洗剤をかし含ませ 
た柔らかい巧で拭いたあと、固く絞った巧で水拭き 
してください。化学ぞラきんやベンジン、シンナー、 
研磨剤などで拭かないでください。表面を傷める原 
因となります。 

♦サランネットに付いたほこりは、洋服用のブラシな 
どで取ってください。 


分解•改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでください。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関政外に 
よる修理や改造び行われた場合は、保証期間内であっ 
てを保証対象外となりまず。 

当社指定のサービス機関 L ソ外による修理や改造に 
よってこの機器び故障または損傷したり、人的•物 
的損害び生じてを、当社は一切の責任を負いません。 
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ミ凡 ち 

な置 


設置上のミ主意 


• 直射曰光びあたる場所や暖房器具のそばなど、高温 
になる場所に設置しないでください。損傷の原因と 
なることびあります。 

• 加湿器のそばなど、湿度び高い場所に設置しないで 
ください。また、油煙びあたる場所には設置しない 
でください。損傷の原因となることびあります。 

• ぐ日ついた台の上や傾いた所、振動する場所などに 
は設置しないでください。落下したり倒れたりして、 
けびや損傷の原因になります。また、脚の高さの不 
揃いなどで、本体び倒れたりしないよラに、十分ご 
を意 < ださい。 

♦本機は磁力の影響び出にくい設計になっていますび、 
ブラウン管のテレビに近づけて設置した場合、まれ 
にテレビの画面に色む日び出ることびあります。そ 
のよラな場合にはスピーカーをテレビから離し、色 
む日の出ない距離でご使用ください。液晶テレビや 
プラズマテレビでは磁力の影響は受けません。 

• スピーカーシステムと聴取位置の間には、物を置か 
ないでください。物びあると直接音び遮られ、音質 
び変わる原因となります。 

♦周囲に反射や共振を起こす物び無いことび理想です。 
ガラス戸などびある場合、共振を起こすことびあり 
ます。共振びおきないよラにしっかり固定するか、 
厚めのカーテンなどで吸音させて<ださい。 

また、平行した壁面では定在波び起さやすいため、 
家具を配置して平行を崩したり、厚めのカーテンな 
どで吸音させてください。 

• 設置する床び弱いと低音域で共振しびちです。共振 
を防ぐためには、カーぺットなどを敷くと効果的で 
す。 V 4 には、付属のスパイクネジとフットベース 
をご使用ください。 


設置位置 


V1/V4 VC V1/V4 



参 Tannoy Mercury VI は、パーソナル Hi-Fi 用とし 
て使えるル型スピーカーです。 

ステレオ再生の場合、左ちのスピーカーは一般的に 
聴取位置を頂点として正=ち形または二等迅=ち形 
を形成ずる位置に設置しまず。その際、左ちのスピー 
カーは].已 m ~4 .已 m 離して設置ずることをおずずめ 
しまず。 

参 Tannoy Mercury V 4 は、パーソナル Hi-Fi 用とし 
て使えるワイドレンジのトールボーイタイプスピー 
カーです。 

ステレオ再生の場合、左ちのスピーカーは一般的に 
聴取位置を頂点として正=ち形または二等迅=ち形 
を形成ずる位置に設置しまず。その際、左ちのスピー 
カーは].已 m 〜4.已 m 離して設置ずることをおずずめ 
しまず。 

参 Tannoy Mercury VC は、 センタースピー カーとし 
て、モニターの上下や TV ラックの上に設置します。 


壁掛け使用について( VI / VC のみ） 

VI /VC の背面にはネジ穴があり、市販のブラケッ 
卜を使用して壁面に取り付けることがでさます。 


VI 背面 


11 Omm 


60mm 



M 已ネジ穴 
(左ち中央) 


1 30mm 


VC 背面 

40mm 
色 Omm 
40mm 

M 已ネジ穴 
(左ち中巧） 

A スピーカーび落下すると、怪我や破損の原因と 
なります。取り付ける壁面などの強度び十分か、 
必ず確認してください。また、取り付けに使つ 
たネジびゆるんでいないか、定期的に点検して 
<ださい。 



聴取位置 
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設置（続き） 接続 


スパイクネジについて (V4 のみ） 

V 4 には、スパイクネジとフットベースび付属してい 
ます。 

スパイクネジを床に突さ刺すと、エンク□ージャーび 
床に強固に固定され、スピーカーシステムをを定させ 
ます。これにより共振び抑えられますび、床面に傷び 
付定ますので、床の種類に応じてご使用ください。 
床を傷付けたくない場合は、付属のフットベースを 
ご使用ください。 

1傷びつかないよラに毛布などを敷さ、スピーカー 
の側面を下にして横に寝かせます。 


2スピーカー底面のネジ穴に、スパイクネジとナツ 
卜をねじ込んで高さを調節します。 



3 4ヶ所の足の取り付けび終わったら、設置場所に 
スピーカーを立て、ガタつをびないよラにスパイ 
クネジの高さを再度調節して、ナットを強く締め 
ます。フ□一 U ングの床などに設置する場合は、 
床を傷つけないよラに、床に付属のフットベース 
を敷いて、ネジの先端びフットベースの害みには 
まるように設置します。 


フットべース 


A スピーカーび倒れて怪我をしないよラに、十分 
ごミ主意ください。 

A スパイクネジは先端び鋭く尖っていますので、手 
足や指に怪我をしないように十分ごま意ください。 
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スピーカーケーブルについて 

• 接続には、市販のスピーカーケーブルをお使いください。 
♦左ちのスピーカーケーブルは、同じ種類•同じ長さ 
の物を使用してください。 

参スピーカーケーブルはでをるだけ短いをのをご用意く 
ださい。ケーブルは長<なるほど抵巧値び増加し、ダ 
ンピング特性び劣化します。また、インダクタンスや 
キャパシタンスを増加し、高域の音質び劣化します。 

ミち意 

接続の前 

必ずアンプの電源を切り、音量を絞ってください。 

接続の後 

アンプの電源を入れる前に、正しく接続されているか 
確認してください。また、ケーブルのお線び他のター 
S ナルに接触していないかち確認してください。 


接続の仕方 


より線/スリ ーブの 場合 

ター S ナルの奥の巧にお線 
を差し込み、つまみをしつ 
かり締めます。 



Y ラグの場合 

ター S ナルの差し込み口に 
端末を差し込み、つまみを 
しっかり締めます。 

♦ Y ラグで接続する場合は、内径 8 mmli (上のちのをお 
使いください。 



バナナプラグによる接続 


スピーカーケーブルをバナナプラグに接続してから、プ 
ラグをター S ナルに差し込みます。 



つまみ■を 
外す 



キャップを つまみを 

外す 付ける 



• ご使用になるバナナプラグの説明書をよくお読みく 
ださい。 












VI / VC の接続 

図のよラにスピーカーケーブルでアンプと接続して 
ください。 

+端モ(ホ）♦■アンプのスピーカー+端モ 
7こ t 端モ(黒）"►アンプのスピーカーー端モ 



V 4 の接続 


ノーマル接続 


バイワイヤリング接続 


シヨートプレートを取り付けたままにして、 HF + 晴 
域巧+ ) 端モまたは LF +(低域用+ ) 端テとアンプの+ 
端テ、 HF —(高域用一)端子または LF — (な域用一)端 
子とアンプの一端子を接続してください。 

LF (低域巧)端テと接続した方び良い場合をありまず 
び、一般的には HF (高域用)端テとの接続をおずずめ 
します。 


HF (高域用)端子をアンプに接続ずる場合 



シヨー トプレート 
(外さない） 




ち ( R ) 側 スピーカー 
わ同様に接続して 
ください。 


"4—i— 


R ◎ ◎ 


アンプ 


♦+ 端モ同±、一端モ同±をつないでいるショート 
プレートは外さないでください。 


本機の性能をより弓 I きだずために、バイワイヤ U ン 
グ接続をおずずめしまず。 

LF (な域用)、 HF (高域用)にそれぞれに一組のケーブ 
ルを使用し、+端テとアンプの+端テ、一端モとア 
ンプの一端子を接続してください。 



• 高域用/ほ域用のスピーカーケーブルは、同じ種類 • 
同じ長さのちのを使用してください。 

参+端子同±、一端モ同±をつないでいるショート 
プレートは外してください。 


5 









































































































エージング 


使い始めにミ主意ミ果くエージング(ならし運転)をずること 
によって、本来のスピーカーの性能び十分に発揮され 
ます。 

エージングは通常の室温、適度な音量で延べ約24時間 
じ (上 行ってください。それより長時間行ラと、さらに 
よい結果び得られまず。 


位相チエック 


左ちのスピーカーの極性 （+•-) び一致していない 
と、位相び合わないために、正しいステレオ再生音び 
得られません。 

位相チェックは、ほ音びよく入っているプ□グラムソー 
スを左ちのスピーカーからモノラルで出して聴さ比べ 
ます。 

位相び合っている場合は、ほ音び豊かによく出て、音 
像び左ちのスピーカーの中央に定位します。位相び合っ 
ていない場合は、低音び出ず音像びぼやけて定位しま 
せん。 

合っていない場合は、スピーカーとアンプ間の接続の 
極性(十- -) を確認してください。一方だけ、極性を逆 
に接続しなおすと正しい位相になります。 


主な仕様 


《仕様およびデータは英国 TANNOY 社の発表によるをのでず。 

《仕様およびが観は改善のため予告なくを要することびありまず。 


Tannoy Mercurv VI 


推奨アンプ出力 


1 OW 〜 70 W 

連続許容入力 ( RMS ) 

50 W 

最大許容入力(瞬間） 

100 W 

能率 (2.83 V / lm ) 

86服 

インピーダンス 


80 

周波数特性(一 6 dB ) 

4己 Hz 〜2己 kHz 

ドラィバー 

ユニット 

ツイーター 

1インチ (2 己 mm ) こ卜□ウレタンコーティング 
ポ U エステル繊維ソフトドームネオジウムマグネット 

ウー八一 

己インチ （13 日 mm ) 

マルチファイバーぺーノコーン 


防磁 

〇 

ク□スオーパー 

ク□スオーバー周波数 

3.2 kHz 

ネットワーク 

ク□スオーパータイプ 

4なオーダー U ンクウィッツライ U — 


エンクロージャー型式 

バスレフ(フロント） 


エンク□-ジャー材質 

1己 mm 厚パーチクルボード1 8 mm 厚 MDF (フ□ントバッフル） 

ク□スブレーシング処理エンク□ージャー 

キャビネット 

エンク □ ージャー容積 

7.8 リットル 


づ■法 (W X H X D ) 

※サランネット含む 

170 X 300 X 2己4.己 mm 


質量 (1 台） 

4.己 k 呂 
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主な仕様（続き) 


Tannoy Mercury V4 

推奨アンプ出力 

1日 W 〜140 W 

連続許容入力 ( RMS ) 

100W 

最大許容入力(瞬間） 

2日日 W 

能率 (2.83 V / lm ) 

91服 

入カインピーダンス 

80 

周波数特性(一 6 dB ) 

32Hz- 25kHz 


ドラィバー 

ユニット 

ツイーター 

1インチ (2 己 mm) ニト□ウレタンコーティング 
ポ U エステル繊維ソフトドームネオジウムマグネット 

ウ ー，\- 

6インチ （1 已 2mm)x2 
マルチフアイノ く一ぺーノ コーン 


防磁 

〇 

ク□スオーパー 

ク□スオーバー周波数 

2.目 kHz 

ネットワーク 

ク□スオーパータイプ 

4な オーダー U ンクウィッツライ U — 


エンクロージャー型式 

バスレフ （U ア） 


エンク□-ジャー材質 

1己 mm 厚パーチクルボード1 8mm 厚 MDF (フ□ントバッフル） 

ク□スブレーシング処理エンク□ージャー 

キャビネット 

エンク □ ージャー容積 

38.己リットル 


づ■法 (W X H X D ) 

※サランネット含む 

204 X 970 X 281 mm 


質量 （1 台） 

14.2 kg 

付属品 


スパイクネジ X 4、ナット X4、 フットべース X4 


Tannoy Mercury VC 

推奨アンプ出力 



1 OW 〜 90W 

連続許容入力 ( RMS ) 

70W 

最大許容入力(瞬間) 


140W 

能率 (2.83 V / lm ) 


90服 

入カインピーダンス 

80 

周波数特性 (一6 dB ) 


67Hz 〜2己 kHz 

ドラィバー 

ユニット 


ツイーター 

1インチ (2 己 mm) こ卜□ウレタンコーティング 
ポ U エステル繊維ソフトドームネオジウムマグネット 


ウー八一 

4インチ （100mm)x2 

マルチフアイノ く一ぺーノ くーコーン 



防磁 

〇 

ク□スオーパー 


ク□スオーバー周波数 

2.目 kHz 

ネットワーク 


ク□スオーパータイプ 

4な オーダー U ンクウィッツライ U — 



エンクロージャー型式 

ツインバスレフ（リア） 



エンク□ージャー材質 

1己 mm 厚パーチクルボード1 8mm 厚 MDF (フ□ントバッフル） 

ク□スブレーシング処理エンク□ージャー 

キャビネット 


エンク □ ージャー容積 

己.己リットル 



づ■法 (W X H X D ) 

※サランネット含む 

430 X 140 X 170 mm 



質量 

4.目 k 呂 
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保証とアフターサービス 


■ 保註書 

■ 保註期間が過ざているときは 

この製品には保証書び添付されていまず。 

保証期間経過後の修理は、修理によつて機能び維 

保証書は、販売店び所定事項を記入しておおしい 

持でをる場合、お客様のご要望により有料修理さ 

たします。「販売店名•お買い上げ曰」など、記載 

せていたださまず。 

事項をお確かめのラえ、お受け取りください。 


また、保証内容をよ<お読みいたださ、大切に保 

■ ご連結いただきたい内容 

をしてください。 

型名 : TannoyMercury V 

保証期間は、お買い上げ曰より]年です。 

シ U アル No . 


お買い上げ曰 

■ 修理に関するご相談やごす明な点は 

販売店名 

修理に関ずるご相談、およびご不明な点は、お買 

お客様のご連絡先 

い上げの販売店、または下記ティアック修理セン 

故障の状況（でさるだけ詳しく） 

ターにお問い合わせください。 



■廃棄ずるときは 

■ 保訝期間中は 

本機を廃棄ずる場合に必要になる収集費などの費 

修理に際しましては、保註書をご提示ください。 

用は、お客様のご負担にな0まず。 

保証書の規定に従って修理させていたださまず。 


詳細につをましては、保註書をご覧ください。 

) 

エソテリック株式会社 

干 206-8530 東京都を摩市落合1 -47 

http :// www . esoteric . jp / 


この製品のお取り扱い等に関するお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、±•曰•祝日•弊社休業日を除く日:30〜12:00/1 3:00〜17:00です。 


AV お客様柏談室 

巧 0570 -000-701 

一般電話' 公を電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干吕□己-8已30東京都を摩市落合1 -47 
電言ち：04吕 -3 已己 -9 吕3已/ FAX : 04吕 -3 已己 -9 吕4吕 


故障•修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、±•曰•祝日•弊社休業日を除く日:30〜17:00です。 

ティアック修理センター 

SS 〇已 70-000 -已01 

一般電話'公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干3已 8-0 □吕己±奇玉県;*^臣3市/ j \ 谷田8已8 

電言舌： 04-2901-1033 / FAX ； 04-吕白01 - 103己 


• ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってを巿内通話料金でご利用いただけまず 。 PHS ■ IP 電話などからはナビダイヤ 
ルをご利用いただけませんので、通常の電話番号にお掛けください。 

• 新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあります。その場合はご契約されている新電電さ 
社へお問い合わせいただ< か、通常の電話番号にお掛け< ださい。 

•住所や電話番号は、予告なく変更ずる場合びあります。あらかじめご了承ください。 

この取扱説明書に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です 。 PRINTED IN JAPAN 0211 - MA - l 681 B 








